
〔
書
評・
紹
介〕

宮
地
敦
子
著

『
身
心
語
蒙
の
史
的
研
究』

近
年
に
類
を
見
な
い
く
らい、
楽
しい
書で
あ
る。

内
容の一
端を
紹
介
し
よ
う。

序
章三ペ
ー
ジ。
全
文
を
引
用
し
て
も
よ
い
程の
量
だ
が、
こ
の
中に、
乙
の
書

の
椛
成
と
目
的が
手
ぎ
わ
よ
く
提
示
さ
れ
て
い
る。
す
な
わ
ち、
第一
部
で
は

お
も
な
身
体
語
裂
と
空
間
語
裂
を
あつ
かい、
第二
部で
は
い
くつ
か
の
心
情

誇
裂
と
感
性
語
染
を
あつ
か
う、
と
全
体
的
な
構
成
を
ま
ず
大
き
く
規
定
す
る。

そ
し
て、
身
体
語
会は
自
己
認
識
の
基
本
と
考
え
ら
れ
る
乙
と、
さ
ら
に
人
聞

は、
自
分の
か
ら
だ・
位
置・
視
点
な
ど
を
基
準に
し
て
空
間
を
把
握し、
あ

る
時
は
そ
れ
を
言
葉
と
した
と
考
え
ら
れ
る
の
で、
空
間
認
識の
基
本、
ひ
い

て
は
時
間
そ
の
ほ
か
の
抽
象
概
念
まで
拡
張
さ
れ
るこ
れ
ら
の
身
体・
空
間
語

支
を
考
察の
対
象
と
した
とい
う
趣
旨が
述べ
ら
れ
る。
次に、
こ
れ
らの
語

設が
表
象
す
る
事
物・
概
念に
対
す
る
考
察だ
け
で
は
な
く、
文
脈
的
機
能・

文
体
的
特
性
な
ど
の
面
か
ら
考
察
を
進
め
る
と
い
う
方
針が
示
さ
れ
る。
続い

て、
第一
部
と
し
て
は、
ま
ず
は
頭
部、
次に
は
頭
身の
分
離の
表
現、
さ
ら

に
心
身の
分
離
か
ら
遺
体に
関
す
る
語
索、
心
臓
と
精
神
活
動の
座に
関
す
る

語
梨、
とい
う
よ
うに
有
機
的
連
関
を
伴っ
て
展
開
し、
後
半に
入っ
て、
前

後・
内
外・
表
裏・
上
下・
高
低・
高
深・
深
浅
と
空
間へ
連
な
り、
対の
意
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見

徹

識
に
及ぷ、
とい
う乙
の
舎の
構
造が
詳
し
く
説
か
れ
るυ
乙
の
構
造
は
当
然

第二
部に
も
引
き
継が
れ、
愛
憎・
好
嫌に
関
す
る
語
設
を
め
ぐる
問
題
か
ら、

愛に
か
か
わ
る
語、
愛
か
ら
美へ
と
変
貌
し
た
語
の
系
譜、
美
的
対
象
と
し
て

定
着
し
た
「
雪
月
花」
を
め
ぐる
諸
問
題が、
外
国
文
化
と
の
接
触、
日
本
語

内
部
で
の
位
相・
文
法・
音
韻・
表
記・
怠
識
な
ど
と
か
ら
み
会っ
て
変
貌
し

て
ゆ
く
さ
ま
を
追
求
す
る
とい
う
意
図が
示
さ
れ
て
い
る。
そ
し
て、
各
章の

表
題
と
し
て、
語
設の
史
的
研
究に
対
す
る
筆
者の
視
点
を
明
示
し、
採
り
上

げ
た現開
設
を
副
題
と
し
て
添
え
る
とい
う
体
裁に
も
言
及
し
て
い
る。

第一
部
第一
章
基
礎訟の
交
替
|!「かしら」「かうべ」「あたま」
ほか
||

一、
は
じ
め
に

〔
頭〕
を
あ
ら
わ
す
語
家の
消
長
を
と
り
あ
げ
る。
身
体

語
紫
と
は、
主
と
し
て
人
体
部
位に
関
す
る
語
支
を
さ
す。
人
間の
か
ら
だ
と

動
物の
か
ら
だ
を
区
別
す
る
必
要の
あ
る
場
合が
あ
る
か
ら、
人
体
語
梁
で
は

な
く
身
体
語
実
と
称
す
る。

二、
現
代
日
本
語
に
お
け
る
〔
頭〕
を
あ
ら
わ
す
語
実

乙
れ
に
は、
ア
タ

マ・
オ
ツ
ム・
クピ・
ト
ウ
ブ
が
あ
る
が、
ア
タマ
が
代
表
語
形
で
ある。
ー

ヲ
出ス、
t
ガ
大
キ
イ、
ーヲ
刈ル、
I
ガ
良イ、
ーゴ
ナシ
な
ど
の
形
で
使
わ

れ
る
か
否
か、
長
イ
な
ど
の
形
容
詞
と
関
わっ
た
時
ど
う
な
る
か、
文
体
的
な
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一帰
りは
な
い
か 、
転
義
的
用
法
を
もつ
か 、
頭
髪・
頭
脳
の
機
能
を
あ
ら
わ
す

か 、
尊
敬・
普
通・
卑
罵の
文
体
で
使
用
可
能
か 、
複
合
語
の
構
成
要
素
と
な

る
か 、
比
喰
用
法
を
もつ
か 、
頻
度
数
は
如
何 、
な
ど
の
検
討の
結
果で
あ
る 。

三 、
「
か
うべ」
と
「
か
し
ら」

カ
シ
ラ
は
奈
良
時
代
か
ら 、
カ
ウベ
は
平

安
時
代
か
ら
用
例
が
見
え
る 。
カ
ウベ
は 、
女
流
仮
名
文で
使
わ
れ
ず 、
頭
髪

や
頭
脳
を
表
わ
さ
ず 、
後
合
語
を
作
ら
ず 、
比
喰
あ
る
い
は
抽
象
的
用
法
に
転

ず
る
こ
と
も
な
く 、

室
町
期
に
は
特
定
の
意
味
用
法
に
固
定し
か
け
て 、
江
戸

期
以
後
は
擬
古
文
や
慣
用
句
の
中で
の
み
使
わ
れ
る 。
カ
シ
ラ
は
位
相
的
・
文

体
的
な
偏
り
も
な
く 、

頻
度
も
高
く 、
用
法
も
広い
の
で 、
と
の
カ
シ
ラ
を

〔
頭〕
を
表
わ
す
語
数
の
古
代
語
の
代
表
語
形
と
認
め
る 。

四 、
「
あ
た
ま」
の
意
味
変
化

ア
タマ
は
平
安
初
期
に
針
灸
点
と
し
て
前

頭
部
の
中
心
を
さ
す
語
と
し
て
用い
ら
れ
た
が 、
室
町
後
期 、
江
戸
初
期
に 、

頭
頂
部 、
そ
し
て
頭
全
体
を
表
わ
す
よ
うに
なっ
た 。

五 、
〔
頭〕
を
あ
ら
わ
す
語
葉
の
消
長
に
関
す
る
ま
と
め

〔
頭〕
を
あ
ら
わ

す
語
設
は 、
カ
プ・
カ
シ
ラ・
カ
ウベ・
ア
タマ
の
順
に
消
長し
た 。
そ
の
周
辺

に 、
ク
シ・
カ
ミ・
ツ
ブ
リ
・
ツ
ム
リ
・
ナ
ヅ
キ・
ヅ・クピ・
シ
ル
シ
等
が
あ

っ
た 。
こ
れ
ら
の
多
く
は 、
形
状
か
ら
の
命
名 、
他の
部
位
や
道
具
衣
服
な
ど
か

ら
の
転
用
に
よ
る
焼
曲
表
現 、
漢
語
の
借
用
な
ど
の
方
法
で
供
給
さ
れ
て
い
る 。

六 、
身
体
語
染
の
史
的
構
造
につ
い
て
の
こ 、
三
の
問
題

身
体
語
染
の
う

ち 、
他の
部
位
を
あ
ら
わ
す
語
に
も
か
な
りの
消
長
交
替
が
あ
る
と
は
い
え 、

そ
の
基
礎
的
な
語
と
し
て
は
〔
頭〕
だ
け
に
顕
著
な
交
替
が
見
ら
れ
る 。
乙
の

語
が
表
現
価
値
に
か
か
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
ろ
う 。
同
じ
部
位
を
さ
す
語
が

二
語
以
上
併
存
す
る
時
は
使
用
価
値
が
異
り 、
代
表
語
が
存
在
す
る 。
身
体
語

の
意
味
変
化
は 、
部
分
ま
た
は
内
部
か
ら
拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
多
く 、
逆
は
見

つ
け
に
く
い 。
身
体
語
は 、
も
と
人
間
・
動
物
共
用
で
あっ
た
も
の
が 、
人
体

語
と
し
て
は
す
た
れ 、
非
人
体
語
と
し
て
残
存
す
るζ
と
が
あ
る 。
近
代
以
降

は
新
語
を
補
充
す
る
場
合
に 、
漢
語
外
来
語
か
ら
供
給
す
る乙
と
が
多い 。

補
説 、
「
な
づ
き」
に
つ
い
て

脳
や
骨
髄
を
あ
ら
わ
し
た
ナ
ヅ
キ
は
上

代
か
ら
存
在
す
る
が 、
特
殊
な
場
面
に
偏っ
て
用い
ら
れ
る 。
中
世 、
頭
頂
か

ら
頭
を
あ
ら
わ
す
よ
うに
な
り 、
江
戸
期に
自
由
な
用
法
を
獲
得
す
る 。
現
代

方
言で
も 、
頭・
額
・
脳
天
の
意
で
使
用
す
る
とこ
ろ
が
あ
る 。

第二
章
対
比
語
の
意
味
変
化
ll「くび」
と「むくろ」
ほか
||

一 、
頭
身
分
離・
心
身
分
離
の
表
現
の
種々
相

〔
頭
部〕
と
そ
れ
を
支
え

る
〔
胴
体・
肢
体〕 、
〔
心
魂〕
と
そ
の
器で
あ
る
〔
形
体
・
死
体〕
を
対立
分

離
さ
せ
て
の
表
現
が
あ
り 、
〔
頭
部〕
を
あ
ら
わ
すい
くつ
か
の
語
の
そ
れ
ぞ

れ
に 、
〔
胴〕
を
あ
ら
わ
す
数
種
の
語
が
対
応
し
て
用
い
ら
れ
る 。
〔
胴
体〕

〔
形
体〕
に
共
通
し
て
伎
わ
れ
る
語
も
あ
る 。
そ
れ
ら
の
語
誕の
窓
味・
用
法

の
変
化
を
考
え
る 。

二 、
「
く
び」
の
窓
味
の
変
化

クピ
は
第一
義
的
に
は
類
部
を
さ
し 、
乙

の
意
味
で
上
代
か
ら
現
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
る 。
そ
れ
が
後
に
隣
接
部
位
と
し

て
の
頭
部
・
切
り
離
さ
れ
た
頭
部
を
さ
す
よ
う
に
も
なっ
た 。
今
昔
か
ら

軍
記

物
語
以
降で
あ
る 。

一二 、
「
む
く
ろ」
の
意
味
の
変
化

ム
クロ
は
書
紀
以
下
の
訓
読
資
料 、
戦

記
物
語 、
読
本
な
ど
に
群
を
な
し
て
み
え
る
が 、
「
躯
幹」
に
近い
意
で 、
狭

く
は
「
胴
体」
を
さ
し
て
手
足
の
有
無に
は乙
だ
わ
ら
な
い
が 、
頭
部
と
は
区

別
さ
れ
て
い
る 。
ま
た 、
生
死
に
関
ら
ず
用い
ら
れ
て
い
た
が 、
戦
記
物
語で

は 、
クピ
と
対
比
的
に 、
斬
首
後の
か
らだ
につ
い
て
い
う
例
が
多い 。
戦
記

物
で
は
〔
死
体〕
の
意
で 、
死
骸 、
死
カパ、不 、
カパ
ネ 、
ム
ナシ
キ
カ
ラ
ダ 、

ム
ナシ
キ
姿
等
が
首
の
有
無
に
関
ら
ず
用い
ら
れ
る
が 、
ム
クロ
は
首
を
取
ら

れ
た
後
に
の
み
使
う 。
乙
れ
は
近
世
ま
で
受
け
継
が
れ
る 。
一
方 、
近
世
前
期
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に
は 、
コ
コ
ロ
な
ど
と
対
比
的
に 、
死
骸
と
ほ
ぼ
同
義
に
も
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
る 。
ミ
ガ
ラ
も
同
様の
変
化
を
た
ど
り 、
カ
ラ
ダ
は
ほ
ぼ
逆の
経
過
を
経
る 。

以
下 、
本
書
末
尾
に
掲
げ
ら
れ
た
細
目
次
で
内
容の
紹
介に
替
え
よ
う 。

第三
章
類
義
語
の
消
長

|i「かばね」「しかぱね」「から」「なきがら」ほか
ll

一 、
は
じ
め
に

二、
「
か
ば
ね」
か
ら
「
死
骸」
「
死
体」
「
遺
体」
へ

三 、
「
し
か
ば
ね」
の
成
立

四・
一 、
「
か
ら」
と
「
む
な
し
き
ー

か
ら」

四
・二 、
「
か
ら
だ」
と
「
む
な
し
き
ー

か
らだ」

五 、
「
な
き
が
ら」
の
成
立

六 、
ま
と
め

第
四
章

漢
語
の
定
着

|「
E
E
ろ」
「
心
の
臓」
「
心
臓」
ほ
か

|

一 、
は
じ
め
に

シン
ザウ
シンザウ

二 、
「乙
ζ
ろ」
か
ら
「
心
の
臓」
「
心
臓」
へ

三・一 、
五
臓の一
と
し
て
の
心
臓

三・
二 、
内
臓
の一
と
し
て
の
心
臓

四 、
ま
と
め

補
説
精
神
活
動の
座
と
し
て
の
「
脳」
に
つ
い
て

第五
章
対
義
語
の
消
ER

--「まへしりへ」「うちと
こうへした」
ほか
|

一 、
は
じ
め
に

二 、
「
まへ」
と
「
し
りへ」
「
う
し
ろ」

三 、
「
う
ち」
と
「
と」
「
そ
と」

四・一、
「
うへ」
と
「
し
た」
「
う
ら」

四・
二 、
複
合
名
詞
の
成
立
順
序

玉、
ま
と
め

付 、
「お
も
て」

第
六
章

対
義
語
の
条
件

|「
た
か
と

三
の
類
縁
の
語

|

一 、
は
じ
め
に

二 、
「
高
し」
の
怠
味・
用
法

三 、
「
高
し」
と
「
ひ
き
な
り」
「ひ
き
し」

付 、
「
み
じ
か
し」

「い
や
し」

四、
「
高
し」
と
「
深
し」・「
閥
く」
と
「
更
く」

五 、
ま
と
め

第
七
章

対
義
語
の
周
辺

||「
ふ
か
し」
と
そ
の
類
縁
の
語

|i

一 、
は
じ
め
に

二 、
「
深
し」
の
意
味・
用
法

三 、
「
深
し」
と
「
浅
し」

四・
一 、
「
山
高
し」
「
谷
深
し」
ほ
か

四・
二 、
「
雪
高
し」
「
雪
深
し」

五 、
ま
と
め

六 、
対
義
語
の
位
置

第二
部

第一
章
漢
文・
欧
文と
の
交
渉
|l「
愛す」
の
系譜
』|

一 、
は
じ
め
に

二 、
漢
文
と
の
交
渉

二-
一 、
今
昔
物
語
に
お
け
る
用
法

付 、
「
愛
欲」
「
愛
執」

ニ
・
二 、
沙
石
集
・
太
平
記
な
ど
に
お
け
る
用
法

二・
三 、
五
常
訓
に
お
け
る
用
法

三 、
欧
文と
の
交
渉

=
了一 、
聖
書の
和
訳

付 、
「
か
は
い
が
る」
「いつ
く
し
む」

三
・

二、

花
柳
容
話
・

世
路
日
記
な
ど
に
お
け
る
用
法

付、
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「
愛
恋
す」
「
ラ
ブ
す
る」

三・
三 、
浮
雲
以
後の
用
法

付 、
「し
た
ふ」
「ほ
れ
る」

四 、
ま
と
め

第二
章
対
義
語
と
類
義
語

lt「にくむ」
とその類縁の語
ll

一 、
は
じ
め
に

二 、
「に
く
む」
と
対
義
的
関
係
に
あ
る
語
「
お
も
ふ」
「
愛
す」

「い
と
ほ
し
が
る」
な
ど 。

三 、
「
に
く
む」
と
類
義
的
関
係
に
あ
る
語
「い
と
ふ」
「
う
と
む」

「
そ
ね
む」
な
ど 。

四 、
ま
と
め

補
説
「い
と
ふ」
に
つ
い
て

第
三
章

対
義
語
の
成
立
|』「すく」「きらふ」
ほ
か

||

一 、
は
じ
め
に

二 、
「
き
ら
ふ」
の
意
味・
用
法の
変
化

〔A〕
仏の
道
に
き
ら
は
れ
し
人

〔B〕
わ
ら
は
を
き
ら
うて
ど
れへ
行
く
ぞ

三 、
「
す
く」
の
窓
味・
用
法の
変
化

〔A〕
す
け
る
物
思
ひ

〔B〕
馬
に
すい
た
者

〔C〕
立
花
を
す
け
る
人

四 、
情
意
動
詞
「
き
ら
ふ」
「
す
く」
の
対
義
関
係
成
立

五 、
ま
と
め

補
説
「
数
奇」
に
つ
い
て

第
四
章

類
義
語
の
交
錯

||「
い
と
ほ
し」
「
か
は
ゆ
し」
ほ
か

||

一 、
愛
に
か
か
わ
る
形
容
詞
の
消
長

二-
一 、
「い
と
ほ
し」
の
意
味・
用
法の
変
化

〔A〕
せ
む
か
た
な
くい
と
ほ
し
き
わ
ざ

〔B〕
さ
り
が
た
き
委い
と
ほ
し
き
子

二・
二 、
「い
と
ほ
し」
の
音
韻
変
化
と
そ
れに
と
も
な
う
漢
字
表

記
の
変
化

三
・一 、
「
か
は
ゆ
し」
の
意
味・
用
法の
変
化

〔A〕
死
す
る
時の
目
は
お
そ
ろ
し
く
か
は
ゆ
し

〔B〕
か
は
ゆい
は
に
くい
の
哀

三
・二 、
「
か
は
ゆ
し」
の
音
韻
変
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
漢
字
表

記
の
変
化

四 、
近
世
以
降
の
「い
と
し
い」
「
か
は
い
い」
の
比
較

五 、
ま
と
め

第五
章
情
意
語
の
意
味変
化
|l「うつくし」

の系譜
|l

一 、
は
じ
め
に

二 、
「・つつ
く
し」
の
意
味・
用
法の
変
化

〔A〕
うつ
く
し
母
に
ま
た
言
聞は
む

〔B〕
小
さ
く
うつ
くし
き
さ
ま

〔C〕
うつ
く
し
か
り
し
花の
い
ろ
い
ろ

〔D〕
うつ
く
し
く
め
で
た
き
御
す
く
せ

三 、
美
に
か
か
わ
る
形
容
詞
の
消
長

第
六
章
鼎
立
意
識
成
立
の
背
景
|l「雪月花」
の受容
ll

一 、
は
じ
め
に

二 、
四
季の
景
物
「
花
ほ
と
と
ぎ
す
月
ゆ
き」

三 、
花
と
雪
と
月
の
取
合せ

四 、
「
四
季の
雪」
は
み
る
雪
の
優
先
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五、
「
雪
月
花
威
勢
あ
らそ
ひ」
に
み
る
鼎
立
意
識

六、
ま
と
め

補
説
「
月
白
し」
につ
い
て

第
七
章

並
列
名
詞
の
構
成
順
序
|「っ
き
ゆき
は
な」
の
成
立
||

一、
は
じ
め
に

二、
「
琴
詩
酒」
と
「
雪
月
花」

三、
「
ゆ
きつ
き
は
な」
か
ら
「っ
き
ゆ
き
は
な」
へ

四、
ま
と
め

五、
並
列
名
詞
構
成
順
序
の
変
化

余
季
国
語
史に
お
け
る
時
代
区
分

一、
作
業
仮
説
と
し
て
の
時
代
区
分

二、
諸
説の
解
釈
と
整
理

三、
語
梁
の
史
的
研
究
と
時
代
区
分
と
の
関
係

後
記
に
よ
れ
ば、
ζ
の
蓄
は、
十三
年
半の
間に
発
表
さ
れた
論
文
を
集め

た
も
の
だ
が、
二
つ
あ
る
い
は
三つ
の
論
文が一
つ
の
章と
し
て
編
ま
れ
た
も

の
も、
二
三
に
と
ど
ま
ら
な
い。
そ
の
結
果
が、
右に
紹
介し
て
き
た
よ
う
な、

実に
整
然
と
し
た
構
造
と
し
て、
読
者の
前に
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る。

当
然、
著
者の
意
図・
方
法・
材
料・
結
論、
すべ
て
に
わ
たっ
て、一
読
非
常に
明

快
で
あ
る
乙
と
が、
乙
の
書の
構
造
自
体
か
ら
既に
予
想
さ
れ
る
で
あ
ろ
う。

事
実、
各
章
と
も
「
は
じ
め
に」
と
「
ま
と
め」
の
項が
あっ
て、
そ
の
章

の
目
的
と
問
題が
提
起
さ
れ、
結
果
は
確
実に
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る。
そ
の

内
部
も、
論
理
は
明
快で
あ
り、
文
章は
洗
練
さ
れ、
挙
例
は
的
確
で
あ
る。

乙
の
種の
論
考
と
し
て
は、
文
献
上の
実
例が
も
う
少
し
多く
挙
げ
ら
れ
る
の

が
ふつ
う
か
と
思
わ
れ
る
く
らい、
用
例
は
簡
明で
あ
る。
し
か
し、これ
ら

の
例
は、
位
相
や
文
脈そ
の
他の
諸
条
件に
照
ら
し
て
の
必
要
最
小
限が
精
選

さ
れ
た
もの
と
容
易に
推
察し
う
る。
そ
の
背
後に
ど
れ
だ
けの
博
授が
あっ

た
もの
か、
何
気
な
く
提
出
さ
れ
て
い
る
挙
例の、
そ
の
出
典の
豊
富さ
か
ら

で
も、
私
な
ど
に
は
気の
遠
く
な
る
よ
う
な
思い
が
す
る
の
で
あ
る。

一
方、
た
と
え
ば
「・つつ
く
し」
と
い
う
語の
意
味
を
上
代
中
古に
採る
と

な
れ
ば
(
第
二
部
第五
章)、
乙
れ
は、
既に
多く
の
述
作
も
あ
り、
そ
れ
ら

を
通
じ
て、
使
え
る
文
献の
例
はこ
と
ど
と
く
限
ら
れた
もの
で
あ
り、
同
じ

もの
で
し
か
あ
り
得
な
い。
む
ろ
ん、
書
き
留
め
ら
れ
る
と
い
う
現
象が
ど
く

特
殊
な
ケ
l
ス
で
あ
り、
そ
の
文
献
と
し
て
残
さ
れた
実
例
と
い
う
もの
は、

あ
る
時
あ
る
個
人
の一
回の
発
話
を
基
に
し
た
もの
で
あ
る。
そ
れ
を
以っ

て、
あ
る
時
代の
あ
る
区
域、
あ
る
階
層の
人々
の
ラン
グ
と
見
な
す
た
め
に

は、
何ほ
ど
の
拡
張
解
釈
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
当
然
で
あ
る。

あ
めっ
し
の
い
づ
れ
の
神
を
祈
らば
か

うつ
く
し
母
に
また
言
聞
は
む

万
葉
集
防人
歌
中の
と
の
例
を、
先
学た
ち
は、
子
か
ら
親に
対
し
て
「・つつ

く
し」
の
使
わ
れ
た
例
と
解
釈
し
て
き
た。
こ
の
解
釈
を
支
え
る
基
盤
と
し

て、
他に、
夫
婦・
恋
人・
子・
孫に
対
し
て
乙
の
語
が
用
い
ら
れた
事
実が

存
在
したの
で
あ
る。
従っ
て、
こ
れ
ら
を
総
合
し
て、
「・つつ
く
し」
は
親

し
い
肉
親に
対
し
て
用い
ら
れ
る
と
ま
と
め
ら
れ
る乙
と
が
多
かっ
た。
そ
乙

で
は、
父
親
に
対
し
て
使
用
した
例の
な
い
乙
と
を、
見
落
し
た
か、
あ
る
い

は
古
代
文
献の
遺
存の
状
態
か
ら
く
る
常
と
し
て
の
偶
然
的
欠
落
と
見
な
した

か、
の
い
ず
れ
か
の
事
情が
考
え
ら
れ
る。
乙
の
著
者は、
逆に、
父
親に
対

し
て
用い
ら
れ
た
例の
な
い
乙
と
か
ら、
乙
の
防人
歌の
例
を、
男
盛
りの
防

人
が
子
供
同
然の
老
母に
対
し
て
用
い
た
特
殊な
例
と
解
釈
し
て、
つつつ
く

し」
を
目
下
と
意
識
し
た
場
合に
の
み
使
わ
れた
語
と
認
定
し
た。

同
様
に、
枕
草
子の
「-つつ
く
し
き
もの」
の
段
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何
も
何
も
小
さ
き
もの
は
み
な'つつ
く
し

と
あ
る
箇
所
は、
と
れ
を
字
面
通
り
に
受
け
取っ
て、
中
古に
は
形
体の
小
な

る
も
の
に
は
すべ
て
「・つつ
く
し」
と
言い
えた
と
解
釈
で
き
る。
そ
し
て、

そ
の
方
向
は
現
代
人
の
感
覚
か
ら
は
あ
な
が
ち
に
否
定
で
き
な
い
の
で、
従

来、
さ
し
て
問
題
に
も
なっ
て
い
な
かっ
た
の
で
あ
る。
し
か
し、
乙
の
時
代

の
他の
文
献
で
は、
「・つつ
く
し」
は
人
や
人
の
さ
ま
に
対
し
て
し
か
用い
ら
れ

て
い
な
かっ
た
し、
時
代が
や
や
下っ
て
も、
そ
の
物の
持
ち
主
な
ど
が
直
ち

に
連
想
さ
れ
る
物の
様
子
につ
い
て
ど
く
稀
に
用い
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
い、
と

い
う
状
態
に
あ
る
と
と
を、
著
者
は
確
認
し
て
い
る。
そこ
か
ら、
枕
草
子
が

雛の
調
度・
蓮
の
浮
き
葉・
葵
か
ら
雁の
卵・
瑠
璃の
査
ま
で
を
列
挙
し
たこ

と
を、
枕
草
子
||
清
少
納
言の
特
殊
性
と
し
て、
そ
乙
に
文
学な
り
美
意
識

な
り
に
お
け
る一
つ
の
新しい
感
覚・
価
値
を
見
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る。

た
ま
た
ま
書
き
留
め
ら
れ、
た
ま
た
ま
我々
の
手に
ま
で
残
さ
れ
た
文
献
上

の
数
少
な
い
用
例の
処
理が
い
かに
大
切
な
もの
か、
個々
の一
つ一
つ
の
姿

で
は
な
く、
全
体の
流
れ
を
見
通
し
た
上
で
の
把
握
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
と、
ふ
と
抱
く
先
入
観
念に
よ
る
拡
大
解
釈の
恐
ろ
し
さ
な
ど
を、
そ

れ
と
な
く、
き
わ
め
て
淡
白に、
し
か
し
重
く
大き
く
教
え
て
く
れ
る
好
論
と

言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
こ
乙
で
は、
そ
の
ご
く一
端
を
採
り
上
げ
た
に
過

ぎ
な
い
が、
全
錦、
珠
玉
に
満
ち
満
ち
て
い
る。
じっ
く
り
読
みと
ん
で
も、

斜
め
に
目
を
走
らせ
る
だ
け
で
も、
そ
れ
ぞ
れ
に
得
る
とと
ろ
の
多い、
楽
し

い
書
で
あ
る。

一
方、
些
少の
不
満が
な
い
わ
け
で
は
な
い。
例
え
ば、
余
章。

あ
る
問
題
を
史
的に
扱
お
う
と
し
た
時、
時
代
区
分が
出
発
点
で
あ
り、
結

論
で
あ
る
の
は
常
識
で
あ
ろ
う。
時
間
的・
量
的に
連
続
す
る
現
象
を、
あ
る

時
を
境
に
し
て、
異
質の
もの
と
把
握・
分
類
す
る
乙
と
だ
か
ら。
そ
し
て、

い
わ
ば
そ
の
こ
と
に
よっ
て
歴
史
が
成
立
す
る
とい
え
る
の
で
あ
る。
あ
る
現

象、
例
え
ば
語
の
用
法の
時
代
的
な
変
化
を
見
た
時、
不
変・
連
続の
面が
前

提
と
な
る
乙
と
も
当
然
で
あ
ろ
う。
そ
の
本
質
的
不
変の
上に
立っ
て、
種々

の
変の
現
象の
う
ち、
い
ず
れ
が
||
例
え
ば、
位
相の
問
題
と
か、
意
味の

差の
ど
の
部
分
が
等
||
質
的
な
優
先
順
位と
な
る
か
を
判
定
し
な
け
れ
ば
な

る
まい。
そ
れ
に
よっ
て、
あ
る
語の
通
時
的
変
貌の
上に
時
代
区
分が
可
能

に
な
る。
そ
れ
は、
他の
語の
歴
史
と
は
食い
違
う
場
合
も
あ
ると
と、
ま
た

当
然
で
あ
る。
従っ
て、
次に
は
い
ず
れ
の
語の
場
合が
語
梁
史の
時
代
区
分

に
とっ
て
重
要
か
とい
う
問
題に
な
ろ
う。
そ
し
て、
謡
史
史の
時
代
区
分
と

文
法
史の
時
代
区
分
が一
致
す
る
と
も
限
ら
ず、
そ
れが
国
語
史
を
形
成
す
る

た
め
に
は、
あ
る
い
は
文
化
史
な
り
何
な
り、
よ
り
包
括
的
な
歴
史の
時
代
区

分
の
た
め
に
は、
さ
ら
な
る
検
討
が
必
要
と
な
る。
そ
の
中に
あっ
て、
語
円以

を
対
象
と
す
る
研
究が、
特に
そ
の
史
的
検
討の
面に
お
い
て
は、
乙
れ
を

「
余
章」
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
とい
う
現
況
に
あ
る
乙
と、
そ
れ
は
そ

れ
と
し
て
十
分
理
解
で
き
る。
と
い
う
よ
り、
身に
泌
み
て
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
る。
と
は
い
え、
語
静止
の
史
的
研
究
と
銘
打っ
て
と
れ
だ
けの
舎
を
成
し
え

た
か
ら
に
は、
康
史
学や
文
法
史の
方
か'り
す
る
時
代
区
分の
細
自
につ
い
て

の
検
討は
さ
て
置い
て、
乙
の
書
で
扱っ
た
実
例
か当り
す
る
時
代
区
分の、
せ

め
て
は
見
通
し
と
方
法に
つ
い
て、
も
う
少
し
確た
る
もの
を
示
し
て
い
た
だ

き
た
かっ
た。
む
ろ
ん、
そ
れ
が
絶
無
とい
うの
で
は
な
い
け
れ
ど
も、
他の

章に
比
し
て
歯
切
れが
悪い
と
感じ
る
の
は、
読
み
取
り
方
の
浅
さ
だ
ろ
う

か。
そ
し
て、
全
篇の
時
代
を
さ
す
用
語
も、
そ
れ
に
基い
て
統プ
し
て
い
た

だ
い
た
方
が、
よ
り
視
点が
明
確
に
なっ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

(
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